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最近の博物館の動向や、現在の壺屋における現状と課題をお、まえた上で、今壷

屋ではどのような博物館が求められているのかを、4つの視点から考えます。

II文化観光の視点

●壷屋 にお、さわ しいテーマ博物館

古くから沖縄陶業の中心地として栄えた壺屋において、

その個性豊かな地域性や沖縄独特の美意識を反映させた

博物館をめざす。

●那覇市の新 しい観光ポイン トとしての博物館

那覇市の上位計画「グランドバザール那覇」の主要構

成事業として、壷屋地区をより強くアピールし、那覇市

に新たな魅力を加える。

●地域振興の拠点 としての博物館

壺屋地区のまちづくりや文化活動・商店街活動との密

接な連携を図り、那覇市がすすめる『ヤチムンの里づく

り』の中核施設と位置づける。

●エコミュー ジアムとしての博物館

博物館内だけでなく壷屋地区そのものを博物館と位置

づける。古い石垣や伝統的な沖縄風家屋、拝所や古井戸

などを壷屋固有の歴史的文化遺産と捉え、また周辺工房

等でも展示や演示を行い、それらを繋ぐ散策ルートを設

定する。

!:地域コミュニティ形成の視点

●生涯学習の機会 と場を提供する博物館

市民に学習の機会や場を提供し、継続的な利用がなさ

れるよう、学習情報の提供やセミナー・講座等を開催す

るなど、生涯学習に対する市民の要求を充足する。

●人と人のコミュニケーションの場 としての博物館

窯業関係者と一般生活者の共生する壷屋地区において、

作家と市民、また市民相互の交流を図るなど、多様なコ

ミュニケーションの形成を目指す。

●文化財保護の拠点 としての博物館

敷地に隣接する『フェーヌカマ』をはじめ、壷屋固有

の文化財を保護していくための拠点とし、壺屋の持つ歴

史的 。文化的重要性を再発掘し、市民共通の精神基盤の

形成に寄与する。

〕:国際化の視点

aヨ際的な文化交流 を図 る博物館

壷屋焼をはじめ多くの影響を受けたアジア諸国の焼物

等をも取り込み、魅力ある研究や展示を展開し、その成

果をもとに国際的な交流を深める。

●中国・ 台湾 B韓国へ国際的に開かれた博物館

中国・台湾・韓国から沖縄への観光客は今後さらに増

加するものと思われる。それら海外からの観光客を対象

とした角7説計画やサービスを整え、グローパルな視野に

立って情報を発信する博物館である。

4:陶磁史研究の視点

●焼物の『 シンクタンク』としての博物館

沖縄・壼屋の焼物に関する資料を収集・保管し、調査

。研究を深め、専門的な情報を蓄積することで地域振興

にも寄与できる『シンクタンクJ機能を目指す。

●専 門家 を育 成す る博 物館

館独自の調査・研究を反映させた企画展示や各種講座

を通し、壺屋焼きの伝統を伝え、優れた技法の保存 。継

承を図る。

9新たな生活文化を創造する博物館

一般市民を研究や館の活動に加えるなど、市民自らが

参加し、体験していくことで、より豊かな生活文化を創

造していくための拠点とする。



●集 客 を重 視 す る博 物 館

沖縄・那覇市の新しい観光ポイントとして、また、壺

屋地区へより多くの人々を誘致するための拠点としての

施設を目指す。

「焼物」にテーマを絞り、沖縄の美意識「琉球の富J

に訴える博物館とする。

●普及 活動 を重視す る博物 館

多くの人に足を通んでもらう博物館とするために、学

習交流活動やイベント活動などの普及活動にも力を注ぐ

ものとする。

博物館のリピーターの多くが、企画展示 (特別展示)

や学習講座への参加による来館であることを考慮し、主

屋焼物博物館でもこうした普及活動を重視していく。

また、ニューメディアを活用した普及活動なども取り

入れるものとする。

●館 外 に広 が る活 動 の場

壷屋地区内の文化財や歴史的な施設、また、周辺の陶

芸店や工房などを活用した事業展開を図る。

重屋焼物博物館の建物内だけが博物館活動の場ではな

い、という考え方に立ち、館の外に積極的に飛びだして

いく活動を目指す。

0人 材育 成 の循環 システム

展示や普及活動を入口に壺屋焼物博物館と接した利用

者が、それぞれの年齢や興味の対象、学習の深度などに

応じて、初歩的なレベルから専門的な学習まで次第に高

度な段階へ進むことができる事業活動を用意する。

学習交流活動における多彩なプログラムの用意ととも

に、学習プログラムの段階を経た人たちの学習指導員や

解説員等への登用、さらに調査研究への参加など、館の

活動を通して自由に学び、新しい課題を発見し、その成

果を身に着け、さらにそれを還元していくという人材育

成の循環システムの構築を目指す。

G調査 日研究活動に積極的に取 り組む博物館

陶磁器の調査・研究を行い、主屋焼のバックグラウン

ドを明らかにすることによって、将来へ向けてのデザイ

ン性や芸術性などの可能性を広げる。

壺屋焼物博物館は、他の機関や周辺の関連施設と館の事業の内容を分担する

ことで相乗効果を狙うとともに、街ぐるみの活動を図ります。

・活動の中心  O・ ・・活動に積極的に参加  △・・・活動に協力  組合=至屋陶器事業共同組合
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峯 馨

0調 査 研 究 活 動

〇文イBIの復元と調査・研究

・フェーヌ窯活用にむけての調査・研究

・湧田窯復元にむけての調査・研究  等

〇荒焼・上焼の調査 `研究
,発掘資料の分析・研究

・製法・技法等の調査 ,研究  等

〇壺屋地区の郷土史の調査・研究

〇壺屋地区の民俗 ,文化の調査 。研究

〇壼屋焼物博物館における学習プログラムの調査 。研

究

〇沖縄の焼物全般に関する調査・研究  等

硼 集 B保 存 活 動

〇収集活動
,範囲 :重屋焼、沖縄の焼物、及びそれらに影響を

与えた焼物等に関するもの
。対象 :実物資料、写真、フィルム、テープ、ディ

スク等の映像、図書、雑誌 等

・収集方法 :購入、受領、受託、制作、借入れ、交

換 等

〇保存活動

・保存のための条件整備

(収蔵庫の温度、湿度、防虫、紫外線による褪色

防止 等)

。資料の保管 。管理 一― データベースの構築

(コ ンピュータの導入、他館とのネットヮーク化

等)

●常 設 展 示 活 動

〇メイン展示

・壷屋焼の魅力を、実物、模型、映像等を駆使して

紹介

〇屋外展示

①敷地内・

②敷地外・

③散策ルー

●lA験 学 習

〇周辺工房での講座との連携により、市民の壷屋焼ヘ

の理解と関心を深めるための体験学習ができる機会

を提供する。

〇伝統工芸館において行っている陶芸講座を紹介し、

壼屋焼物博物館においても申込み受付を行うなど連

携活動を行う。

9情 報 提 供 活 動

〇収蔵資料情報システムの構築

〇壷屋焼に関する情報提供

〇インフォメーションサービスシステムの構築

・散策ルート内展示物の案内情報
。国内の焼物に関する情報
。世界の焼物に関する情報

・主屋のイベント情報

・沖縄の観光情報  等

〇各種検索装置の更新・追加

〇他施設・他機関とのネットワークづくり

〇伝統工芸館の体験工房の情報

〇周辺飲食物販店の情報

・・イベント広場、シンボルモニュメン

ト、西の宮 等

・・フェーヌ窯 等

卜内展示・・・文化財や景観の案内サイ

ン・解説、周辺工房での

個別展示 等

〇移動展示

・パッケージ化した展示ユニットを公立の施設 (学

校など)に運びこんで展示する。



集 客 事 業

●文 化 学 習 交 流 活 動

〇各種セミナー、講演会、シンポジウム等の開催

OCATV、 パソコン通信等ニューメディアによる学

習講座   '
〇出版活動

〇ポランティアの育成と活用

〇学校教育との連携  等

●企 画 展 示 活 動

〇自主企画による展示

〇他の機関との共催による展示

〇他機関による企画展示 (巡回展示)の受入れ

〇市民へのスペースの貸出し 等

0イ ベ ン ト・ 催 事 活 動

〇壷屋地区内スタンプラリー

〇各種コンサート (場の提供)

〇パフオーマンス、演劇 (場の提供)

〇インスタレーション (場の提供)

〇観光 。商工課とのタイ・アップ活動

(マ チグワーフェスティバル 等)

〇那覇市の記念事業・季節のテーマに沿った催事

(場の提供) 等

0関 連 施 設 との連 携 活 動

〇関連する博物鮨との共同イベントの企画 ,運営

〇観光文化関連施設との共通カードの発行

〇主屋焼物博物館を核とした壺屋地区散策コースの設

定 (工房見学 。関連展示なとう  等

厄く幸隈馨

0対 外 PR活 動

〇広報デスクの設置

・対外PR胃十画の作成など、PR活動を統括しスケ

ジュール管理する専門部署

〇効果的なメディアの選択
。新聞各紙

・専門誌

・週刊誌・月刊誌

・イベント情報誌

・文化関係のライター

・テレビ・ラジオ  等

〇メディアヘの提供資料の作成
。定期的なニュースリリース

・イベントに合わせたポスターの作成

・チラシ等の作成・配付  等

0マ スメデ ィアや企業 とのタイアップ活動

〇マスメディアとのタイアップ活動

〇企業 t団体のメセナ活動の取り込み

〇市場・商店街とのタイアップ活動  等

●旅 行代理 店 へ の対 応活 動

(商工・観光果への協力要請)

〇新たな観光ルー トの開発と設定

〇観光用パンフレットの制作・配付 等



サ ー ビ ス ー 業

0エ コ ミ ュー ジ アム 活動

〇周辺工房との連携活動

〇周辺工房や個人宅などへの展示ケースの貸出し'設

置

〇環境との調和のとれた分かりやすいサインの設置

〇ルー トマップの配付 等

●利用者 の多様性 に応 じたサー ビス活動

(施設面)

〇クローク・コインロッカー等の設置

〇投乳室の設置

〇高齢者・身障者対策 等

(運営面)

〇夜間開館の検討 (季節・曜日限定)等

●飲 食 サ ー ビ ス 活 動

(峨の鐵 での活動)

〇沖縄の食生活と共に発達した重屋焼を、実際に手に

触れ、使用させることでのアピール

〇地元住民への憩いの場の提供 等

●ミュー ジアム シ ョップ活動

(近隣販売店での活動)

〇オリジナルグッズの開発・販売への協力

〇他施設との共同商品開発・販売への協力

〇焼物に関する図書の出版・販売への協力

〇フィルムやテレホンカード等の一般的な商品の販売

等

●『ヤテムンの里づくり』のコアとして

壺屋焼の全体像を把握できる展示 ―――"分かりやすく立体的なテーマ構成

0壷屋焼を通 して地域の文化を見直し活用する展示
―

地域との連携、地域への広がりを意識する

0壺屋焼のポテンシャル (潜在力)を 示す
刺激にあお、れた展示 一一―)壺屋焼の美 (すばらしさ)を堪能できる場の創出

●観光客など、予備知識のない来館者も引きつけ

楽 しみながら理解を深める展示 見る・聞く・触れるプラス空間全体を情報化した体感性あお、れる展開



●ゾーンごとに表情を変える ドラマチックな空間づ くり

・ 1階 ―― 『時代の小道」を抜けて昭和10年代の民家の

裏庭に至るストーリー性のある展開

B吹き抜け―民家の再現がつなぐ,階から2階への視点の

変化とテーマの変化

2階 ―― 焼物が主役となる静的な空間演出

●壼屋焼の美が映え る空間づ くり

・壷屋焼独特の色彩・賀感をありのままに見せる

1階展示主で展開されるテーマ「歴史」と「生活」を空間的にも表

現していく。歴史の軸に沿った勁線をスージーグワーに見立て、導

入部と民家再現の場を結ぶ構成とする。細い小道と広場的な空間の

組み合わせにより空間的な変化を演出し、さらにそこには、現代か

ら太古へとタイムスリップした来館者が、時代を通り抜けて昭和10

年代の民家の裏庭に出るというドラマ性が組み込まれている。

1階と2階を結ぶ吹き抜け空間を効果的に活用し、屋根部も含めた

民家の再現を行う。階段を登る視点の変化とともに、民家内部の生

活の視点から、シーサーや瓦を含めた「壷屋焼の特徴」へとテーマ

も変化する。

壺屋焼そのものをじっくりと鑑賞できるギャラリー的な空間とし、

個々の焼物が主役となる静的な空間づくりを目指す。

主屋焼独特の色彩や質感、形体の特異性等を最大限に引き出し、お

おらかで温かみのあるその
」
美"を ありのままに感じることができ

るよう、ステージゃヶ―スなど展示什器の素材や質感、色彩、そし

て照明計画にも意を払った空間づくりを目指す。

民芸運動の端緒ともなった主屋焼とともに、沖縄には『琉球の富』

と称された優れた美術工芸の伝統がある。染色、織物、漆芸など、

沖縄の独特の自然風土と歴史的個性のなかで生み出されてきた美術

工芸のモチーフを空間構成に反映し、その素材や色彩を活かして、

沖縄の空気を感じさせる空間づくりを試みる。

0沖 縄の空気を感 じさせる空間づ くり

・素材と色彩で沖縄らしさを表現する

歴史という時間h“ に沿ったテーマ展DΠ と、生活という空間咄‖の設定

によるテーマ展開で構成する。焼物の源としての土器から大交易時

代の海外の焼物との接触までの「焼物前史J、 蔓屋統合以降陶芸三

人展頃までの主屋焼の歩みをエポックとなる事象とともに四つの1時

代に区分してたどる r蔓屋焼の歴史J、 そして、沖組の人々と壺屋

焼の深い繋がりを、民芸運動で壷屋焼が再評価さた昭和lo年代を舞

台に概観する「生活の中の壺屋焼J、 さらに上焼、荒焼をもつ黄屋

焼の特徴を紹介する「菫屋焼・その特徴Jの 4ゾーンで構成する。

呂eR4■の■旨

宮占 7km4“紗 土母

Rで攪かれた最もの焼物

取 感ri

瑠結のL(児 血
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☆日,冑
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・ ||―
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芭烹としr―
・m― り

1 1
☆ 嘉中した

蜘
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ゾ ー  ン

焼物前史

コ ー ナ ー

焼物の源流
土器と類須恵器

主屋焼の歴史

大交易時代と焼物

展

焼物の源流としての上器及び沖縄の焼物の原形態である類須恵
器について紹介する。九州の影響の強い沖縄諸島の上器、台湾
やフィリピン等南方の影響が強い宮古・八電山諸島の上器、ま
た、土器と同じ焼成法で焼かれるパナリ焼についてもお、れる。

大交易時代の交易ルートや交易品についてその特徴を解説、活
発な諸外国との交流に伴い沖縄にもたらされたさまざまな焼物
を紹介し、その後の沖縄の焼物に与えた影響を示唆する。

壺屋の始まりと
近世の霊屋焼

圭屋焼の歴史を「童屋の始まりと近世のと屋焼」「疏球処分と
近代の壺屋焼J「民芸運動と15年戦争前後の壼屋焼J「戦後復
興と現代の盛屋焼Jの四つの時代に大きく分類し、時代ごとの
エポックと壺屋焼にかかわる人々など、関連情報を絡めながら
今日に至る壺屋焼の道のりを紹介する。

琉球処分と
近代の書居携

内

17世紀末、三つの窯 (知花、宝日、湧田)の統合によって壷屋
焼が誕生した背景、官窯としての性格などその特徴、壷屋焼の
振興に尽くした陶工たちなど関連情報を伝える。三つの窯以外
の沖縄の古窯についてもお、れる。

民芸運動とと5年戦争
前後の書屁能

容

琉球処分により沖縄の日本への帰属が碓定したことで、主昼焼
にも変化の波が押し寄せる。民窯への移行、陶器商人たちの来
島と上焼への影響、日清・日露戦争特需と荒焼など、時代の流
れの中での壺屋焼の足跡をたどる。

戦後復興と
現代の書属能

特 徴 と な る 展 示 展 開

各時代、各地域の特徴を示す見学用の実物ケース展示と、来館
音が実際に手を触れられる rレ プリカJによる展示を用意する。

壷屋焼再評価のきっかけとなった民芸運動に焦点をあて、柳宗
悦、浜田庄司ら沖縄にやってきた民芸運動家たちの壷屋焼につ
いての評価を紹介する。また、埜屋焼を中心としながら、工芸
王国沖縄に生まれた、漆器、染織など琉球の珠玉の実について
も概観する。

交易ルートの広がりとそれに伴う各国の焼物との接触の広がり
を示すため、ルートを表現するグラフィックと解説、沖縄に渡
ってきた焼物実物を組み合わせて立体的に展示する。

いち早く窯に煙を立ちのぼらせ、日用食器、瓦などを焼いて、
沖縄の戦後復興の第一歩を記した垂屋の町について語る。また、
沖縄の陶芸界をリードし、新しい時代を開き、現代につながる
陶芸二人展の時代についても紹介する。

各時にごとの童屋焼を語るにと、さわしい特徴的な事項を取り上
げ、『時代の中の壺屋焼Jの存在を示すミニジオラマをコーナ
の導入として据え、「時代の風景Jを捉えた環境演出性の高い
大型のクラフィック (環境グラフィック)を コーナーの背景と
して、来館音の興味を引きつける役割を果たす。

ゾ ー  ン

生活の中の壺屋焼

・「冊封使船入港で賑わう那覇港の図Jを環境グラフィックとし
て展開する。

・泡盛を献上品として携えた「江戸上り」をミニジオラマで再現
する。

コ ー ナ ー

暮らしの場と書尼焼

・「日清・日露戦争で湧くこ屋」の町の様子を当時の風俗を変え
環境グラフィックで展開。

・繁栄を極めた泡盛工場の、そロミ現の並ぶ壮観をミニジオラマ
で再現する。

壺屋焼・その特徴

・柳宗悦、浜田庄司、パーナード・リーチなど「来沖した民芸運
動家たち」のコラージュを環境グラフィックで表現。

・所狭しと並べられたとと買い求める人たちであム、れ、壺屋焼が
日常的に利用されていたことを示す「壷市場Jの景観をミニジ
オラマで再現する。

展

沖縄の人たちの暮らしに密着した、生活の道具としての壷E焼
について、上焼、荒焼とも庶民の生活に数多く使用されていた
昭和10年代を舞台に紹介する。同時に、日常の場と対比する形
でハレの場で使用されたLE焼についても紹介する。ここでは、
沖縄の人々の生活を飾った各種の工芸品を「琉球の美Jと して
捉え、これも情報として折り込んでいく。
また、壺屋焼を生み出した陶工たちの日常の生活や陶工たちが
生きた当時の壺屋の町について、さらにスージーグワーネット
ワークについても紹介する。

上焼

「戦後の復興に力を尽くす整屋の人 J々の活き活きとした表情
を環境グラフィックに写し取る。
焦上の中で焼け残ったLEの町を、 ミニジオラマで象徴的に再
現する。

不

荒焼

上焼の特徴、製法と工程について紹介する。
東ヌ窯をモデルとし、上焼に特徴的な連房式の登り窯の構造と
焼成を紹介、Bl作過程を三段階に分けて製法、原材料、道具な
どについて解説する。

内

特徴的な喜届の技法

容

荒焼の特徴、製法と工程について紹介する。
南ヌ窯をモデルとし、荒焼に特徴的な単房、 トンネル式の登り
語の構造と焼成を紹介、製作過程を二段階に分けて製法、原材
料、道具などについて解説する。

特徴的な春属の焼物

特 徴 と な る 展 示 展 開

・那覇の民家を、台所を中心として原寸再現し、日常使われてい
た整屋焼の数々をほき、当時の日常の暮らしの場と豊屋焼の関
係が直接把握できるよう環境構成する。

・この環境構成の場を利用し、「ウチナンチュの一生と壺屋焼」
として、人生のエポックを彩った壷凰焼について、実物に造形、
映像、音響、照明効果を加えたストーリー性豊かな複合演出シ
アターを展開する。なお、琉球の美としての工芸品も交えた
ストーリー展開を試みる。

・スージーグヮーネットワークの紹介では、自由に持ち帰れるル
ートマップを用意し、町歩きに活用してもらう。

主屋焼の特徴的な技法について、これらの技法に影響のあった
海外の焼物の装a布、加工の技法などについても触オtな がら紹介
する。

厨子霊、シーサー、抱瓶、カラカラなど、‖1縄独自の焼物につ
いて、その特徴、出来などを紹介する。海外からの影響につい
てもら、れる。

。東ヌ窯の断面模型と合わせ、コンピュータグラフィックスを使
い、窯の内部構造、焼物の並べ方、焼成過程、火入れと火の回
り方などについて、窯の内部からの視点、クローズアップ等、
さまざまな視点からの映像を作成し、興味深く、分かりやすい
解説を図る。

・製法と工程の紹介では、各段階の焼物のサンプルと、使用する
道具を組み合わせ、映像・グラフィック解説とともに示す。

・南ヌ窯の断面模型と合わせ、コンピュータグラフィックスを使
い、窯の内部構造、荒焼独特の焼物の並べ方、火入れの仕方等
を紹介、火の回り方等についても、窯の内部からの視点、クロ
ーズアップ等、多様な視点での映像を作成し、興味深く、分か
りやすい解説を図る。

・興法と工程の紹介では、各段階の焼物のサンプルと、使用する
道具を組み合わせ、映像・グラフィック解説とともに示す。

,そ れぞれの技法が特徴的に読み取れる実物中′bの展示とし、優
品の持つ美しさが十分生きるようなギャラリー的な展開とする。

それぞれ独自の時徴を有する、製品自体の持つ面白さが十分生
きるよう、実物展示を中心としたギャラリー的な展開とする。



ゾ  ー  ン

焼物前史

コ ー ナ ー

焼物の源流

上器とk「顔 u器

項

‖iFll本島の上器

目 展

名駒〔

一不

焼物の脈流土器と緬須息需

‖】側本品の上器 tt色と変

'E

宮古、/＼菫山諸島の上器

内

民塚時代 前畑の上訴

容 原 形 態

R塚時rt 後別の上gゝ

タイトル文字

原稿

宮古、八五山諸島の土器―特堕

と変担

展 示 処 理

窯で焼かれた最古のlJt物

類須恵器

原稿・図版

図版

力,`,,処理

宮古、ァ(重山:音島の土器

大交易時代と焼物

〆

'7ィ

,'処Щ

展 示 形 式

土 器

ダ

'7ィ

,'処理

バナリ能

ゾーンパネル

爽物

コーナーパネル

土器

類須恵器―製法と特色

レプリカ

原稿 '図版

角71蛇パネツレ

交易ルー トの広がりと

各国の焼物

顆縄感器

実物

備

ケース

レプリカ

リインttlhしを果たす

ステージ

'カ

ィ,ク 処理

亀焼古潔の発見

(亀焼古窯の概要と意義)

土謡

コーナーの概要を示す

ゾ  ー  ン

ケース

大交易時代と焼物

ステージ

実物

パナリ焼

琉球の対外貿易と輸入された陶
磁器

中国との進貢貿易ルー ト

商方貿易ルー ト

対日貿易ルー ト

朝鮮貿男ルー ト

角7日陀パネル

レプリカ

原稿 ,図版

壺屋Vtの歴史

考

触れられる展示用

実物

コ ー ナ ー

ケース

レプリカ

穎須息器

ステージ

ゲ

',1,'処

Ⅱ

A虫 れられる展示用

原稿 。団坂

ケース

実 物

ステージ

原稿 ,図阪

項

レプリカ

解醜パネル

原稿・図版

メラ,1,,処理

と屋の始まりと
近世の壺屋焼

A虫れられる展示用

ケース

ダ,7f,ク 処辺

ステージ

メラフf,'処 理

Я上れられる展示用

角71比パネル

履

コーナーパネル

眈青

め

の

が

囲

蛮

中

南

角甲説パネ ,レ

時代の風景①

触れられる展示用

名称
折風焼の歴史 (脱物nl史 含む)

日本の歴史
力け!の歴史

時代の中の■屋焼①

白Ill

内

コーナーの概要を示す

壺屋への統合

託屋のクとまりと近世の上風lJB

容

等

原 形 態

冊剖使船を迎える那莉rlL

江戸上りと主屋焼

履 示 処 理

,イ lル文字

年表・図版

「江戸上りとと屋焼J解 ,党

島内産業振興とllm器生産
・重屋統合の背景を悟る

爽 物

沖縄の古需

展 示 形 式

メラフ1,ク処]!

ゲ,,1,ク 処HP

統合された 3つ の解
一 知πC窯、宝口窯、湧田窯
・そオιぞれの特徴と影欅

原稲 ,図版

ケース

知イt焼

図 版

ケ,,1,,処理

アーンパネル

閉査資料

F」JIB焼

グラ,ィ ,'処理

■屋統合謝以外の出のlII要

・古窯分布J也図

原 稿

m

原稿・剛帳

陶工たちの系絶

造形処理

コーナーパネル

作場規

メラフィ,'処理

原稿・剛板

サイン恨

“

とを果たす
ヒジュアル総合年表を含む

喜名焼

環境グラフィック

メラフ1,'処 理

古我知焼

ミニジオラマ

グラ,イ ,'処理

八五山焼

キャプンコンパネル

考

コーナーのlR要を示す。日本
硫球、壷屋焼比較年表含む

IBか

'と

た 3人の朝鮮陶工 ,

一六、一官、三官
・沖蠅最初の陶I― 一六

角7脱パネル

原稿・図版

実 物

内T脱パネル

実 物

メラ7r,'処 P」 !

ケース

実 物

解g覚パネル

実 物

原欄 。図サ!反

英 物

ケース

爽 物

''フ

イ,'処「 L n軍 :比パネル



ツ  ー  ン コ ー ナ ー 項 目 展

平□典通

・菜種、白上の採取調査、中

国への焼物留学 等

平田夢に寛

仲宗根喜元

刊1寸 県lk元

・八五山へのlJB物伝暖、白焼

物の献上と普及、窯|‖造の

改良 等

官寓としての主屋焼

内

五屋焼の広がり

容

疏球処分と

近代の隻屋焼

原 形 腰

伝‖|サ県致元作のIJL物

原稿 '図阪

琉球王府による雷理と公的生産
システム

展 示 処 丁】

伊連家江戸屋敷で発見された
と屋焼

八丈島、小笠原で発見された
発屋焼

ダう,ィ ,'処理

展 示 形 式

時代の風景②

各地で殆見された工屋焼
・荒焼タワカサー (汐留貨物
操車場跡地出土)

・荒焼水里 (八丈島)等

時代の中の壺屋焼②

角ri比パネル

lR査 資料

原積・図版

琉球処分と近代のと屋焼

民窯への移行

レプリカ

蜘

原樹・

日ヤ青,日 露llt争 景気に湧 く重屋

ん,1,,処 lIB

囲仮

戦争常需と登屋焼

泡盛工場とモロミ現への l■込み

ア  ー   ン

ケース

ダう,1,,処理

「泡盛工場とモロミlHへの仕込
み」解説

解l比パネル

陶吐器商人の来沖
・本土からの焼物の移入
・上焼技法の変化

考

原稿 '図阪

月7説パネル

コ ー ナ ー

実 物

IR彫呉須差魚文皿 (沖 l・ll県 立
博物館所蔵)

民芸運JJlと 15年

戦争前後の■F■焼

荒焼の陸盛  ・泡盛の一斗聾

図 版

モロミ猟、酒里、徳刊 等

ダ

'71,'処

理

ケース

Lq査 資料

頂

ダ

'71,'処

理

原 稿

原構・団仮

造形処理

コーナーパネル

17'1''処理

]キ代の風景①

環境グラフィック

原稿・図版

ダ,,1,,処理

目

ミニジオラマ

時代の中の受屋焼①

展

キャプションパネル

コーナーの慨要を示す。日本

琉LR、 ■屋焼比較年表含む

民共迅rlllと 15年 H悦争 n“ 後の

主屋焼

ゲ,,1,,処理

ポ

民芸運動と主歴焼の

再発見

解説パネル

実 物

来沖した民表ittIVl京 たち

(柳宗悦、浜阿庄言
,、

メーナーF

け―ナ、河井寛次A; 節 )

内

角7鋭パネ,レ

'日

和初頭の説
'「

蝸

ケース

i哄後仮興と

現代の差還焼

容

「8日 TII》〕頭の発可干易J ttT'比

原 形 態

J/謹 Pの 条

民芸運動と見直される上lJB

原稿 '図阪

柳宗悦とヽ配焼

河井寛次郎、パーナー ド・ リー

チ、浜田庄司等 と■屋焼

展 示 処 理

図 版

ダう,1,,処 I■

浜□庄司の作品
州―ナーF・ サー子の作品     等

a!∬ くの風猥①

展 示 形 式

田査資料

977ィ ,'処削

民要;工JJlの影霰
・北屋焼の築
・渫器の栄
・憔物 (紅型、り|)の 共 学

時代の中のこ屋lul

原 稿

コーナーパネル

原稿 '図版

強形処理

照
'売

グラフィック

戦後復興と現代の発屋焼

原稿・図版

沖縄イえ興の第一歩をB己 し
た■屋の窯

〆,71,'処 理

メ,,f,ク 処理!

備

I脱子■iI興に力を尽くすれ屋の

人々

ミニツオラフ

「IH,需

グラ,1,,処 I■

コーナーのに興を示す。日本
琉LR、 重屋焼比較年表含む

焼け殷った血屋の街

キャプションパネル

現代の工屋焼

原格 .写真

角7謝パネル

「焼け残 った壺屋の街J内 7詭

実物 o「 レアリカ

壺屋復興の足跡
□用rt器 イ

′
Fり

'瓦作り

角7召

"′

ネヾツレ

熙幅 '図阪

映像処即

考

戦後f圧興時十くの焼物

ケース

図 版

ltl芸 二人展の時代
・Jヽ精川永品と作品

ダ,'1,'処 理

映十kモ エター

調査資料

'''71,'処

理

原 稿

原稿 。図阪

コーナーパネル

造形処理

グラフィ,'処理

躙ltグ ラフィック

〆う7子 ,夕 処取

原稿・写真

ミニジオラマ

コーナーの慨要を示す。日本

琉球、壺圧焼比較年表含む

キャプションハネル

爽 物

角7説パネル

グラ71,'処 理

lu芸作家へ依頼 も考えられる

ケース

月7:比パネル

資料来随盟



ツ  ー  ン コ ー ナ ー

生活の中の

を用焼

項

暮 らしの場と

主屋焼

目 震

・金取次PBと 作品
・新垣米三郎と作品

亦

打寸岳川永「
Jの

作品

内

金城次郎の作品

新垣栄三plの 作品

容

名称

原 ,レ 慰

暮らしの場と壺昼焼

盈屋焼が僕われた場 一 台所

展 示 処 JT

日常使われた範E焼
アングガーミ、 すキガーミ、
スーテキガミ、 ミツガーミ、
ワンプー、マカイ、サーク、
トックイ、タヮカリー、アン
ビン、チューカー、カラカラ
ミツクプサー  等

陶工たちの日常

展 示 形 式

実 物

タイトル文字

冥 物

原稿・団板

「日常使われた主屋焼J n7説

陶工たちが生きた

"

実 物

ウチナンチューの一生と逆風焼
(航球の築を含む)

明査資料

ケース

ダう,1,,処理

"7f,'処

理

m

初起こしとルー ト
カーとhH工 たち

焼物ができるまでと信仰
焼物を焼く人  々    等

造作処理

実 物

ゾーンパネル

ツ  ー  ン

コーナーパネル

服熊lVIのれ屋の街
スージーグヮーネットヮーク図

重屋焼 ,

その特徴

原稿・写真

環rJLf‖ 成
(環境再現+実物)

スージーグワーネットワーク
・祭リルート
・景観ルート
・やちむんルート   等

調査資料

考

サイン機能を果たす

コ ー ナ ー

映像処理

コーナーの概要を示す

四査資料

映lal処 理

地形処rT

,カニ,,処即

再現範囲の随定が必要

上焼

映像モニター

原稿 '写翼
,図版

映像処理

項

腹合演出シアター

原稿・写真

上焼のB4法と工程

ダ

'7f,'処

理

映像検索装置

映像処理

目

環境|‖成の場を利用し、実物
に映像・音欅 ,照明効果を加
え複合的に演出する

履

白軒覚パネ,レ

+ルートマップ

名称

哄lT検索装置

上焼

東ヌ寵

I勾

上焼窯 (述房式)の仙造

容 原 形 態

上焼の■l法 と工程
・製法と工程①麻成土～成形
・製法と工程②一施れし～窯入れ
・製法と工1駅>■全付～仕上げ

,イ トル文子

原稿・図版

展 示 処 Ⅷ

製法と工程①卜成上～成形
。原土保飼一成土→成形一半
屹燥

成上、硼 多の道具
上焼に用いられる陶土

削査資料

ダ,,1,,処IE

グラ,1,'処理

展 示 形 式

原稿 '図版

成上～成形段Patの サンプル

造形処理

映イ

“

処Fll

鯛査資料

ゾーン′くネル

成上、成形の道具
・ ジョウヤチグルマ、カナ、
アヽ ンタティー、ナリ、カー等

コーナーパネル

ゲ
'717'処

理

ファンタビュー

(断lT映型+映 lTf)

興法と工欄②一施軸～需入れ

'加工、装 ,“
→乾ぷ一れも睦Iけ

一本焼き

加工の遮具と窯道具/釉薬

原欄・団 阪

映像処理

g4

月71比′くネル

サイン機|ヒを果たす

メラ,1,,処理

施刊I～窯入れ段階のサンプル

コーナーのlH要 を示す

映像検索装tE

施釉、鳶入れの道具
・インウーン、キーウーン、

ンリジとサーフン 争
・ハマ、カラマー、サヤ、 ト

ゥチグワー  等

HFr面険型とC GEJk位 を浄R合せ

燕の内椰備itr、 焼物の」佗ぺ方
や焼成過程帯を解説

等

製

製

製

木

鉄

市

解 党ヽ′くネル

考

実 物

原稿・剛仮

製法と工程③序絵付～仕上げ
・絵付け→焼き―完成

餘付けの道具

実 物

ステージ

ん,1,,処理

ステージ

製

製

等

木

石

月甲E比パネ,レ

央 物

実 物

原稿・図販

ステージ

ステーシ

",1,,処
理 月7:比バネ,レ



ゾ  ー  ン コ ー ナ ー

荒lJB

項

荒lF6のll法と工il

目 展

給付け～仕上げ殷卜をのリンプル

不

絵付け～仕上げの道具

荒〕性

内

耐ヌ烹

容 原 形 想

荒焼窯 (ト ンネル式)の柑遣

荒焼の収法と工f呈

'製法と工程①麻成土～成形、

加工
・興法と工程②卜自入れ

～仕上げ

展 示 処 剛

原稿 .図
1板

実 物

lII責 賓十1

製法と工程①麻成土～成形加工
。原土採用→成上→成形→半
乾燥→加工・装 1“

成土、成形、加工の道具
荒焼に用いられる陶土

展 示 形 式

契 物

〆,,1,夕 処 RR

ステージ

原稿 .図版

遺形処Jl

映像処理

ステージ

成土～成形力D工 段階のサ ンプル

胴査資料

コージ‐―パネル

成上、成形、加工の地具
・タエンチャー
・アラヤチグルマ、ハーカチ
ティージクン、イピラ 等

グラ,1,,処 理

ファンタビュー

(断面1負型 +映 像)

備

映像処理

原稿 ,図版

製法と工程②卜窯入れ～仕上げ
・乾燥→本焼き―焼き―完成

需道具

瓦も脱いた荒焼窯

ゾ  ー  ン

解説パネル

コーナーのlRL理 を示す

映像検素装置

窯入れ～仕上げ段階のサンプル

''71,'処
Ⅷ

HF而嶼型とcG映像の組み合
わせにより、蔦の内部|‖造、
焼物の並ぺ方、焼成過程大入
れと火の回り方琴を解説

考

驚道具
・グクチャー、ヵラマーグワ
コーサーエイ、ハナグチサレ

製

興

等

木

鉄

nT説パネル

琉球の赤瓦

実 物

原稿・剛仮

実 物

特徴的なれ屋の
技法

項

ステージ

''7f,,処
理

ステージ

木 製

等

実 物

原稿・図順

解】党パネ,レ

履

実 物

施rlt技法

ステージ

グラ,1,ク 処理

不

カラヤー (瓦づ くり)

赤瓦

黒瓦

ステージ

特徴的な希属の技法

内

力D貪

“

技法

角甲目免′ぐネル

施れ

'按

法
・流 しと‖ナ
。給付け (赤機等)節

容 原 形 態

施▼n技法のTF色ある焼物

施軸技法の道具

文様

展 示 処 理

瓦

加a“技法
・線彫、家は、貼付け、

透 し彫 り  等

原稿・図阪

展 示 形 式

爽 物

加0“技法の特色ある焼物

原稿・剛 阪

侍微的な蔓屋の

駒

彫響のあった洵外の技法

ダ

'71,'処

買‖

加 n怖杖法の道貝

娯

文椒の特色
・盾車、如化、憮子 等

ステージ ※

メう,1,,処 理

文様の特色ある焼物

コーナーパネル

原稿・

揃

文4載 を鮒 く逆具

厨子襲

実 物

月TH党パネアレ

図 版

甲ラIL4の あった海タトの杖法
・唐三彩、いっちん 等

実 物

ん,1,'処 理

唐三彩
いっちん   等

ケース

コーナーのに要を示す

原稿 ,図版

ケース

特徴的な苺屋の姥物

実 物

考

解説パネル

厨子配の胚史
・沖縄独特の死生肌

実 物

メラ
'1,'処

理

意旺パ ター ンの変遍

ケース

原稿・図版

ケース

実 物

舟T;,と パネル

実  物

鯛

17'1,'サだとI]E

原稿 図ヽ版

ケース

原稿・図版

実 物

月甲1比パネ,レ

ダラ7f,'処 四

JF悩 ,図版

',71,,処
理

ケース

ダ,,1,,処 理

コーナーパネル

Я鴇覚パネル

月甲:比パネ,レ

コーナーの概要を示す



ゾ  ー  ン コ ー ナ ー 項 日

ンーサー

展

台湾、香港の骨蠅の影響

艶型阿予]に

勇〔型研子引[      争

台湾、哲泄の円lt

内

ツーサーの歴史と
魔除けとしての意味

抱胴

容 原 形 想

憲旺パターンの変JI

原稿・図阪

中国の狛犬の影響

カラカラ

さまざまなシーサー

阿干コ[

展 示 処 4E

中国の狛犬

ナナゴータワサカー

メ

'71,'処

理

付 皿

燕農の愛用品、抱瓶の付欲

原稿・図版

展 示 形 式

爽 物

胞llR

嘉瓶

原稿・団板

特徴と名向の山来

月甲:比パネ′し

爽 物

ダカィ,'処理

原稿 '図版

カラカラ

ケース

峙徴と名前の由来

シーサー

〆ラ,ィ ,夕処理E

II

ナナゴータヮサカー

ん71,'処 理

狛 犬

解l党′くネル

原稿・図版

特徴と名前の山来

実 物

嘉IE

月7H党 ′くネ,レ

山 瓶

実 物

原稿・図版

Я7]比 パネル

メラ,1,夕処理

ケース

カラカラ

実 物

考

原稿・図版

ゲう,f,'処 理

ケナゴ‐夕7カ
'―

n7E比ツくネル

実 物

原稿 。図版

ケース

ダカ1,,処 理

解:党パネル

嘉 瓶

実 物

ケース

メラ,1,夕処Ш

"説

パネル

実 物

ケース

角7髄パネル

ケース
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「沖縄本島の上器」「宮古・八五山の上器J

「窯で焼かれた最古の焼物類須恵器」の三つの

項回に分け、土と火の造形物としての/jL物 の前

史をたどる。各時代、各地域の特徴を示す実物

の展示とともに、グラフィックん7語tに よりその

評イШを示す。

特に、当コーナーでは、各項目ごとの代表的な

土器等をレプリカ製作し、来陀者が見学するだ

けでなく、実際に手をお、れるてみることもでき

る・触れる展示"と してJRり 入れる。

実物展示

コーナーパネル

コーナーバネル

解説パネル

実物展示

触れる展示

中国との交易を中心に、日本、朝鮮、南方との交易ルートの

広がりと、これに伴う各国の焼物との接角上の広がりを、ルー

ト図、解説、焼物実物を組み合わせて立体的に示す。

ケースのガラス面をグラフィック面に

'F用

、輸入された陶磁

器、また当時の交易地で使われていた焼物等を関連地域の位

置に展示し、前面ガラスに刷り込んだルート図と一体的に組

み合わせることで、大交易時代の琉球とアジア諸国の焼物の

関連が一日で把握できる仕組みとする。

ガラス面 グラフィック ル
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「主屋の始まりと近Lの■屋焼」から「l脱後復興と現代の■屁焼」まで、五

屋焼の歴史を四つの時代に区分し、時代ごとのエポックと関連情報を絡め、

今回までの壷屋焼の歩みをたどる。

時代ごとのステージを設け、コーナーパネルと時代の特徴を示すミニジオラ

マをサイン的に配置、モジュール化したケース及びグラフィックパネルを実

物と情報の量に応じて自Ulに 組み合わせる形とする。こうした時代ごとのパ

ッケージ展示を展開することで、実物、情報の付加や交換に柔軟に対応する

ものとし、研究の進展、新資料の収集など新しい成果を常に反映していくこ

とを意図する。

/1

//

解脱バネル

r時代の風景Jを表現する

環境グラフィック

「時代の中の壺屋焼Jを示す

沖縄独特の染崎技法などを採用。グラフィックの内容は時代を

写し、手法では沖縄らしきを表現する。

ミニジオラマ

時代の中での花屋焼の姿を象徴向J

に示し、コーナーごとのサイン的

要素とする。こどもにも分かりや

すく、楽しい表現を採用すること

で日と題をlFE供 し、来館者の興味を

引きつける。
また、キャプションには陶板を採

用するなど、焼物19物鮪らしさを

耐しだすよう工夫する。

ガラスケース ・ 実物風示
実物の大きさ、量等によって

幾つかのパターンを組み合わせることができる。

ヨーナーパネル



『琉I求処分と近代の重厘焼』コーナー「泡盛工場とモロミ襲への仕込み」

「江戸上りと壺屋焼」ミニジオラマのイメージ

江戸上りには献上品としての泡磁が常にJ与えられていた。

豊警鶏応と言僑線朱表憲昂笹皇輩岳栽 任芦:サ2階雷な ン//″
′

採用することが考えられる。
(ミ ニジオラマの各場面については実施設計段階で決定する)

r壷屋の始まりと近世の重屋焼Jコ ーナー

・一
韓

＝

一｛
ギ
ク
エ

〆
澱

「垂屋の始まりと近世の壷屋焼』コーナー「冊封使を迎える那覇港」

「昭和初頭の重市場」

r戦後復興と現代の壺屋焼』コーナー『焼け残つた菫風の街」

『軌球処分と近代の壷屋焼』コーナー「日清。日露景気に沸く盗屋」

r民芸運動と15年戦争前1及の墓E焼Jコーナー

「来沖した民芸運動家たち」

r戦後復興と現代の壺屋焼』コーナー

「戦後復興に力を尽くす壺屋の人々」

(暉境グラフィツクの各
'B面

については実施段計段障で決定する)
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オ
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0日常の場としての台所の再現

沖柵の人たちの蒋らしに密着した生活の道具としての蔓屋焼を紹

介する。このため、日常的な生活と重屋綻の関係が最も良く見え

てくる場として台所を取り上げ、これを中心に環境再現する。

再現民家は、那硼市の民家とし、再現範囲は台所及び板の間の一

部、時代背景としては、民芸運動によって壼屋焼が再耐融され、

かつ上焼、荒焼ともに庶民の生活に数多く使用されていた昭和10

年代を目処に環境構成を図る。

●庶民の一年が見えてくる季節展示を採用

なお、火の

“

‖信仰を下敗きに、台所・かまど周りには、四手折々

の行事ごとにさまさまなarり 付けが行われていた。当コーナでは、

こうした年間行事に合わせた展示替え、飾り付けを行い、台所の

しつらいの変化などと合わせて、一年を通じた庶民の日常を映す

「季節展示」を採り入れ、変化に富んだ展示を実現する。

二月のかまど (台所)飾 リイメージ ロ



環境構成の場を活用し、日常の場と対比する形で、ハレの場で

使われた壺屋焼に焦点を当てて紹介する。

結婚、誕生、葬送、長寿の祝いなど、人生のエポックを彩った

主屋焼について、例えば、

年寄りの話りをベー

や実物等も交えた形でストーリー性豊かな視合演出シアターを

展開する。なお、

工芸品を 琉球の美

いくものとする。

カジマヤーの祝いを迎えた一人のお

映像に加え、音響、照明効果、造形
―
|ギ I「慕

沖縄の人々の生活を形った各種の

朝 i列 のシルど手〒▼ 需巌 儀式、晨緯

の姿など、ストーリーの展愕]に応じて切り日」し造形が登場。

紗幕の背後に隠れていた実物がЛR明効果で浮かび上がる。

紅型、和「棋様など琉球の美を象徴するパターンシルエットが

そケ†ゼ9みらカレカチヘ〕レチイメー舅こより幻拶旧上
な動きを表現するスライド映像。

実物展

エフェク ト照明

illl「 |
ti'11

ii亨 !

輔

 | |

結納
燃乞い (トウンクゥツ)そ してニフエ

「オプ〈ァ

ボックス

る一

″′               : 線書を立てるのも妨書される。 i
嫁乞いに応え結婚が決まる。   |>夕永 提灯を先頭に婚礼の唄 を歌 :

索吉夕腎
エービチを彩る

母親なLjH・■たちの間で、婚約成 i tヽ ながら嫁入り行刀l。      :
立の祝い 。ニフェーが行われる。 歩 婚家で黒い朝衣 ←ナル)を取り美 t

と、マギに盛ったサー

'ア

ンダ■等の料 : を茶碗に受け層間に付ける「水盛 :

理を持参。ユシビンの酒で「親峡 : ぃ(ミ ジH)J、 そしてIILla婦が共 :

固めの盃〕力政 わされる。    i に飲食する f寄合い盆 (ユレー,ウアの丁

レ帰りには、持参のユンピンに  : の婚礼信式がとり行われる。   |
御酒を入れて持ち帰ってもらう。 :>台所ては酒宴の用意が忙 しい。  |

レ持ち猾った御酒、御水て f御火の :                 :
神様〕に喜びの報告がなされる。 :                :

>朝、 「拒干摘 (ウピン)Jを持ぅた

おutと婿添いを伴いlH入 り。昔は

拝所や井戸を引き回す畑いじめに

合ったもの。火の神を拝み香炉に

ったビンツー (酒至) しい花嫁姿を披踊。ユンピンの水

誕生
新しい命を机う

|」

ギせ

(三練、吹声、人々の踊りのノ`ターン映像等)  (紅 型、絣模憮MEtの英を表すパターンツルエット等)        (服 やかな祝いの言葉、↑見し載毎)

方言を女えたナレーンコン、メイン叫争

(ン ルエットEDRか らフルカラーヘ)

「
撃

♭初めての子供が生まれる。   :
難薩く 呪しヽ こ家中の壷付きの :

壺や急須の護を取って歩くЪ  :
レ准生に合わせ、子供の結婚の日 :

を夢見て、古酒づくりのための
i

泡螢を仕込み、台所の床下に埋
:

める。           :
レ 9れ 月と9日 めに、ご飯と汁を :

用意し、「食い初め (,''カ ンヌ.つ
!

a■ )Jを して、一生食べること :

に不自由しないよう析る。   :

葬送
悲しみと祈りを託す

BCM、 サプ映像

長寿の祝い
カジマヤーを寿ぐ

レ身近な死を憚む。

生前夏用の品々とともに、死

出の旅路へのお土産として、

フチュクルビンに泡腰を入社

死者の値に入れて持たせた。

レ親族が賄い洗骨、骨をあらた

めて阿干勇に納める。

レ巫前には渡名喜服を、仏前に

は対‖こに泡虚を入れて匠き、

供物とともに供え俳撲する。

レ九十七虚の長斉の視い、

「カジマヤースージJを
迎える。

長寿を喜び、子供、孫、0
孫等、大家族が勢ぞろいし

て祝いの宴力‖合まる。

レカジマヤーの侃いの場と

オー′く―ラップし、これ

までの人生の節日、節目

のそれで11の場面が思

い浮かとヽ

サメN息

(モ ノトーンのンルエット劇И) (事やかなフルカラーヘ)

BCM、 サプ粥t―



ルー トマップ モニター映1象検索装置

◆ 陶工たちの日常

klL物づくりと日常生活、信仰との関わりな

ど、市屋kjLを生み出してきた

'何

工たちの暮

らしにに点を当ててlll介 する。陶工たちの

日常やエピソードを追った映像プログラム

を用意し、来館者が自山に選び楽しめるI映

像検索装旧を用意する。

【検索項目例】
,初起こしとルート

・カーと陶工たち

・焼物ができるまでと1言仰 等

◆ 陶工たちが生きた街

陶工たちが壺屋焼を作り、暮らしを営んだ

場としての記屋の街に焦点を当てて紹介す

る。最盛用Iの説屋の街の紹介とともに、こ

こでは、同辺の文化Rオや街並み、特徴的な

景組などを結んだスージーク
rヮ _ネ ットワ

ークのルート紹介を行う。映像検索装置及

び自山に持ち帰れるルートマップを用意し、

博物館を核に街への広がりを持った展示を

試みる。

【ルート解説例】
。祭リルート

・景観ルート

・やちむんルート 等

剛0_杷池 士阻 ___3潤

田 _

0-3
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―

上焼及び荒焼について、それぞれの特徴及び判法と工程を紹介する。
各段階の焼物のサンプルと使用する道具、材料等を組み合わせ、工程を
再現した映像拘7説、グラフィック解説とともに端的に示す。
特に、窯については、東ヌ窯、南ヌ窯をモデルとし、断面模型とコンピ
ュータグラフィックスを組み合わせたファンタビュー手法によって、こ
れまでにないWi新な視点から、分かりやすく、興味深い解説を試みる。

lf

槃モニター

・
ζ:ユ

β金豊と圭経姑未子言Fを上造を越肥貰宮翌験喀

コーナーバネル

解脱パネル

ファンタビュー(断面槙型+CG)
,麺常は窯の断面槙型が展示されている。
ファンタビュー演出時には、慎型と映像が逆Hbし、曽段見られな
い点の内郎縮造の酔細、焼物の並ぺ方、火入れに伴う火の回り方、
焼成の過程等が、窯の内部からの視点、備敵から一気にクローズ
アップヘ、などCG映像の立体的でダイナミックな視点移動によ
って、動的でかつ分かりやすく牌脱される。

実物展示 ′焼物工程サンブル
・製作の工程に沿ってサンブル及び道具顆を展示

道具類



南ヌ窯

【東ヌ器、南ヌ需ファンタ ビューシノブシス例】

断面1貞型から                      焼成の秘密

映|ユヘ   外観を見る     構造を1票 る   ①焼物の配霞

東ヌ窯

焼成の秘密

②炎の軌跡    再び断面I負型へ

,         _司 Ⅲ…,‐

解説パネル

コーナーパネル

霊屋IJltの 特徴ntな 技法について、施Tdl技法、

加m“枝法、文様に大きく分類し、これらの技

法に形響を及ばしたと思われる海外の焼物の

装飾、加工の枝法等についても触れながら紹

介する。それぞれの技法が特徴的に読み取れ

る実物を中心に、各1女法の工程を示すサンプ

ル、用いられる道具と完成品を合わせた、パ

ッケージとしての展示、解説とする。

ここでは、伎法ごとの特徴的な実物、優品の

持つ美しさが十分活きるように、照明、背景

等にも注意を払ったギャラリー的な展開に留

意する。



厨子理、シーサー、抱llE、 カラカラ等、ユ|'組独特の焼物について、その特徴、

由来、海タトからの影響などを紹介するものとし、それぞれ独自の特徴を示す焼
物自体の持つ面白さが十分に生きるよう、実物展示を中′じヽとしたギャラリー的
な展示展開に留意する。

特に、ここでは、展示する製品のれに頬や員の変化に対応できるよう、また、企
画展示への転用が自由に行えるよう、壁面ケースでの展開とし、解説パネルの

位置も、展示の変化に応じて適宜移動させることができるシステムとする。

コーナーパネル

解脱パネル

‖物館の情報解説は、例えば以下のように、さまざまな

対象や領以を持っている。

①実物資料等に付属し、資料にまつわる情報を伝えるもの

O時代背景や事象の解説、仙象的な概念等を伝えるもの

Oイ メージを表現することに重きが目かれ、主として環境

づくりに利用されるもの            等

こうした解説の対象や領域によって、情報内容に質的・

量的な違いが生じる。これらの情引1内容を整IIEし 、いくつ

かのレベルに振り分け、さらにこれらを明碓な目的のもと

に寸法、仕様、素初等を規格化じたパネルに落とし込むこ

とで、情報の混乱を避け、的確な情報提供を行うことが可

能になる。

当館では、右図のようなヒエラルキーを設定し情報の整

理を行うものとする。

各展示ゾーンのタイトルを表示し、展示全
体のストーリーライン及びゾーニングを明
磁にするパネル

各展示ゾーン内でコーナー区分された内容
を偶髄的にまとめた情報パネル

前明文だけでなく、写真やイラスト、図解
などを交えて表現し情報を提供するパネル

イラストや写真をモ

チーフとし、環境づ

くりに寄与するもの

ジオラマや展示資料について、必要に応し
て説明を加えるパネル

展示資料そのものの名称を目Eしたブレート
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ゾーンパネル    コーナーパネル          解説バネル

I  Jヨ ロヨ
1       500      1

キャプションパネル

Wal

ネームブレート

Ｆ

兄

・
う

Ｌ ∠上二LJI二_Iと
|ュ曲 H

/

と __  |

斤

護
呼

―

旦

司Dケース



レイアウト例 1-企 画室を全面使用する

壁付きケースに可動ケース5台を組合せた例。

通常の展示をカバーするものとして、企画展示

の基本パターンといえる。

レイアウト例 2-― コーナーを分けて使用する

企画展の内容によって、展示室を二つのコーナーに分

けて使用することもできる。壁面ケース内に仕切りを

設け、スライディングウォールで分冑とする。

に,物∬1の歴史は、モノ中心であつた。その甘、料榊Ht級の持ち物であつた珍しいFi

々を一般民衆に公BRし ようという発想から、‖}物角4はスタートしている。けれども、

今日の‖い物mlは ただ1卜にモノを映列するにとどまらず、そのモノから‖tttを 扱み取る

ことが、そして、Ybtみ取つたlWttRを 効果的に来舶者に伝えること力f、 求められてい

る。

モノから汲み取つた情

“

世を比剰!、 Lri翼 ‖することは、今日のに事物口ヽのごく基本的な任

務である。従来は収赦資料をカード化し、ファイリングすることによつて、それが行

なわれてきた。しかし、カードでは Vヽ狙の抽出節はすべて手作業に「riら ねばならず、

膨大な‖↓IWを 製することもある。W物舶にとつて引!'「 にIL製を十W組の加工、州I出部の

14ユ 業を、白山にそして、前1ド に1〒 なうためには、電子化された Yヽ槻 システムが必要と

なつてくるのである。

更に、学芸員のよ」で、そのようなllV報 システムを整側すれば、来角」者のための展示

にも生かすことができる。これまでにも、モノの村つhVIHを 効果的に伝えるために、

またモノとモノのilllを 14!め るヽ VttЫ を知らせるために、パネルや棋里、空‖l12元 、映像

などのhI々 を展示子法が工大されてきたが、近年急速に増えているのが、コンピユー

タを利用した展示である。インタラクテイブ性があるため、来餌老それてれの興味に

応した Vヽ tttlrtv日ができる、優れた手法であると言える。

また、電子化さ〕ιた‖報は、回線を過じて転送することが可能となる。地Jplの図群

mヽ と、文献にlXlするデータをやり取りするなどのネットワーク展D円 も考えられる。ま

た、他の焼物を扱う卜μ物角1、 共術朗部とiLl係 した広範囲をネットワークも11来 的には

可うヒとなり、焼4勿全般に関する蝙広い研究の拠点として整13し てゆくことも労えられ

る。

レイアウト例3-R鷺座室など多目的に使用する

企画展示室を甜匹室などとして転用する場合には、壁

面ケースの前面をスライディングウォールで覆い、可

動ケースを展示室奥に収納する。スライディングウォ

ール面に簡単な掲示も可能。

モノにlXlす る朽V報暫則、およびモノの周辺の1,V報の曽理によつ

て、W物鮒活IVJを 金而的に支援する。く収集 保管>く VB査 ・

,F究 >く教育 普及>のすべてに波り、学芸員の作業を大輛

に合刈!化する。また、学芸貝用に共f「lした Чヽ軸のうちの一部を、

lJ‐t示の一環として来匈Iキに公DЛ する。

焼物の庶跡φ、剋周EBの地域に関する徹々なlFf報を、米角J者 に

提供する。このシステムで情報を入手した来餌者は、地域の各

所に足を迅び、共地において椒々な体験学習をすることができ

る。Alを 拠点とした学留のフィールドを拡大する。



この収蔵品暫瑠!シ ステムには、大きく分けて2つの機能がある。

1つが「英物資本|の管珂I」 、つまり焼物 iu具手の共物資本|に 関するデータのばF■である。

実物資料は主として本館の収歳品であるが、本PrIの テーマに関わる他館の資料もこれに含まれる。

もう1つが共物資本

'以

外の「周辺‖報の雪刊し、本舶のテーマに関わる様々な‖報の41Fllで ある。この2つ

の機能には、それぞれ “J_t本 データ・ と
い
付随データ"があり、「収架・保布」「問A'研究」「教育・

普及」というlu物舶の3大機能に基づいて整理すると下Rこのようになる。

「収熟 保存」支援機白ヒ

「調査・研究」支援機能

◆英切曳料盛木データ
.貿料骨,  中掌

分嗣配骨  大とき

文料名称  五ニ
写声    |1戯
f4朋     rlH密
nW作年代  苛贈■/''t■/所有当
開1ヤ地H  購入先/購 入価硝

史物資料の管理‖   (ィ十脚データ)

「教育 普及」支援機能

保

"jII所

(収 憲脚I料の位■)

臓示央 ',,ケ ,ン,い |の■館

(本本データ)

◆R示に園するデータ
現tIR示されてし,る か? その■所

,H内 にわける展示隠/剛団と目的

周辺 1‖ HlのばlR(‖
釉データ)

収 蔵 品 管 工里 シ ス テ ム の 特 徴

0使いやす いヒューマンインターフェィス

〇コンピュータが苦手な人でも簡単に操作できるよう

に、使いやすいデザインを工夫できる。

●求める情報 をす ぐに呼び出せ る

〇複雑な複合検索も簡単な操作でできる。

① lつの情報から関連する情報へのアクセスがスムー

ズにできる。

●簡単 ス ピーデ ィーな入力方法

〇マウスで選択するだけの入力方法を導入することに

より、キー入力の手間を省力化できる。

●自動計測 システム との一体化

〇自動計測システムと―体化することにより、実物資

料の写真撮影、サイズ測定、重量計測を自動的に行

え、作業の合理化を図る。更に、それらのデータを

ワンタッチ操作でデータベースに入力できる。

◆製滋 枝滋に関するデータ

0その(しの事JFtに ngするアー
タイ トル  諄|1支

●動 画 や 音 声 も扱 え る

〇資料映像や音声データを、他のデータと一括して管

理することも可能であり、来館者により効果的な情

報を与えることができる。

●データを効果的 に運 用で きる

〇学芸員用のシステムを作ることにより、それを加工

して簡単に、来館者用、研究者用ソフトが作れる。

米角イ者サ日



J又′_品 管 理 工′― ― Aり 機 含ヒ

0実物資料 基本 デー タの管理

〇資料番号 。資料名称などの基本的な情報と、写真画

像を一元管理し、検索・変更・追加が簡単に行える。

〇資料に関する付随データを簡単に引き出せる。

〇資料に関連する周辺情報を引き出せる。

●実物資料付随 デー タの管理

〇保存データの管理

・資料の傷の有無、傷の位置、修復歴 等

〇保管データの管理

,保管場所

・キャプションプレートや演示具の有無 等

〇展示に関するデータの管理

・現在展示中かどうかの表示

・過去の展示歴 等

〇貸出の管理

・予約・貸出 。返却の状況

・過去の貸出歴 等

〇写真貸出の管理

・写真 (ポ ジフイルム)の貸出。返却の状況

。図版掲載歴 。貸出歴 等

〇文献データの管理

。出典図書、関連図書の名称

。図書資料保管場所 等

●周 辺 情 報 の 管 理

〇作家に関する基本データの管理

。作家名、生渋年、肖像写真等の作家情報

。関連する実物資料や付随データも引き出せる。

〇焼物の製法・技法に関する基本データの管理

・タイトル、解説、作業風景写真等の情報

。関連する実物資料や付随データも引き出せる。

〇その他の事項に関する基本データの管理

・タイトル、解説、作業風景写真等の情報

・関連する実物資料や付随データも引き出せる。

〇周辺情報の付随データの管理

・写真資料の管理

・文献データの管理

0印 用U機 育ヒ

〇必要な画面の内容をプリントアウトできる。

◆爽物資料の素本データ

.資料希号

す貿料名称

写真

・租別

制作年代

刷件地域

,大きさ 重員 dc

◆り〔物資料の付耐データ

RTrに Rlす るデータ

保管に関するデータ

展示に関するデータ

貸Ulに関するデータ

写Jt貸出に円するデータ

文献に関するデータ

データの需Vl

◆用型旧ほの禁ホデータ

◇件家に関するデータ

作票名

‐写真

解説

◇取法技法に関するデータ

タイ トル

・写真

解説

◇その他の事項に関するデータ

タイト,レ

写真

牌説

◆周辺備服の付RIデータ

写萬貸出に関するデータ

・円迎作品に関するデータ

・文献に関するデータ

◆従来の貿料カードの

1ヽ 1)り

'こ

典物買料の基本データを

ス トック。情報が電子化

されているので、僚々な

検索が厨単にできる。

の管理・運営に

・保存状攘の管理、保管場

所の管理、貸 出業務の管

理などに利用できる。



★資料に関する基本的なデータが一日で分かる
“実物資料基本データ画面 "

★基本データ画面から

簡単にアクセスできる
"付随データ画面"→

データの交更、過記も前′卜に1〒える

解脱文がスペースに入りきらないときは、スクロール画面にして見せること

平常Π今は資料の正而から見た写真を、表示。
ワンタッチの操作でЛJ而、平而の写真にも切り替えられる。

来館者用の画面では、RV入先や附入価格等の部分はマスキングし、
表示されないようにする。
また、来all者用の画面では保存～写真貸出までの5つ のBfI分 には
アクセスできないようにする。

★実物資料以外の情報もデータベースに収録一研究や展示に役立てることができる。

☆1つのテーマに関する基本データを一目でわかるように表示。

★必要に応じて動画の扱いも可能。

(来館者向けには、動画と音声を効果的に使えば訴求力は格段にアップする)

44

も可能。 呻

噂

◆作家にlXlす るj_t本 データ ◆技法・製法にlXlす る歩に本データ

練画

口
ｗ
る

作

れ

の

さ

票

示

作

表

の

寛

一〕

一

線画とは… …

写真で

◆その他のXIT項にlXlす る基本データ

この技法を川い  IXl巡文献

た作品が、写真   リス トヘ

で一覧表示さ1■ る。

,*来 BI者用には、このポタンをクリックすると、

動画がスター トするようにもできる。

例)練 画の挙の掘びをとらえた映lllが流れる。

……(解脱文)… …

写真貸出    この技法に関迦

の画面へ    した作品が、写真

で一覧表示される。

献

ヘ

文

ト

運

ス

関

リ



★簡単、便利でわかりやすい複合検索システムー

初期画面

阿辺TV報

剣と 匠三亜亜コ

其物資本I

省力化されたシンプルな操作で高度な研究も容易に

★
壌集告喬件

が設定できる    ☆むた梁葎雲亀努窪
省力化

］］］］］］
］］］］］　□

彊 露

i言扉B多:ご,:努
箕み滞爺

資料Tv野 をキー入力し
検索ポタンをクリックすると、
即、その資料の基本データ画面

］］］『］『

★1つの実物資料から、関連する実物資料へ簡単にアクセス

☆類似する実物資料にすく'に アクセスできる。
だから、興味のおもむくままに、自由に情報を

ひき出せる。

キーワードを使わずに簡単に操作
できるインターフェースを正夫。

］］『］］

線上をドラジグするだけの
人力方法も導入

QΩ鰍軍騨路
ンをクリックすると

rR

を設定。
をドラッグして長さ
見やすく、使いやすい。

条件にあつた資本lが一覧表示される。
写真による表示のため、一日でわか
りやすい。
(※ 文字のみの表示にも切替可能)

上祠この画而の① 、② を順に
クリックすると、この資料と同じく

大原美術鮎所蔵の資本!が写真で一覧

表示される。

質料の写真をクリックすると、
その資料の基本データ画面へ。

☆複数の条件を設定した絞りこみも可能。

だから、研究や、展示の企画を練る時など

に

`冦

不u。

② クリック

クリック

この実物貿料の基本データ画面ヘ

(半;濯 :ど::::i)

資料を置んでクリックすると

①クリック

■Πこの画面の① 、② を順に
クリックすると、この賃料と同じく

上焼、赤絵の茶わんが写真で一覧

表示される。

C)ク リッタ



★1つの実物資料から、関連する周辺情報にも、簡単にアクセス

☆資料の作考にrXlす る情PRを 参照したい時などは、

すく
い
にその情報がひき出せて便利。

上記の画面の① 、② を順に
クリックすると、この作家の

基本データ画面が表示される。

※アクセス可向Eな
hl ltRの 頂日は色
などで表示

☆解説文の中のキーワードに関する情報も

すぐにひき出せる。 (米封1者用の場合、

来館者の疑問にすぐ応えられる)

① クリック

◆データベース作成にあたつて、写真データの入力はこれまで多くの作業時問を

要するものであつた。「自動計測システム」は、将来の写真撮影からCD―ROM

焼き付け (又はスキャン入力)ま での工程を、デジタルデータの処理システム

により白助化し、0,せて、様々な計測を一体的に取り行うことができる。

従来の入力方法

上言この画面の ① 、② を順に

クリックすると、この事項のお

本データ画面が表示される。

,撮影されたフィルム           スチ~ルカメラ ー(

Photo CDに 粧き付け

写真データを保存じ

PCで読み取る。

①クリック

白gvJ計 測システム

②クリック

,写真撮影と同時に

各種の計測を行い

それらのデータが

自gvl的 にPcに

入力される。

=萬
寅lB    

“

IL―寛     烹は

継

ム
)→

正面撮影

側面撮影

平面撮影

高さ計測

積蝙計測

縦蝙計測

ユ量計測

デジタルカメラA

デジタルカメラB

デジタルカメラC

計測センサA

計測センサB

1「測センサC

階 齢 ヤ
｀
ノ+

データベース用CD

囲
フォーマット用PC データベース

囲
用CD
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壺屋地区には、焼物の窯跡をはじめ古い石垣等の歴史

的文化遺産が数多く存在しており、主屋地区全体をエコ

ミュージアムと捉えられる。

壷屋焼物牌物館は、このエコミュージアムの中核施設

であり、地区の情報発信基地として位置づけられる。

また、博物館周辺には陶器販売店や飲食店が存在し、

これらの商店情報は、観光客や修学旅行生等の団体客が

訪れた際に、当館のように小さな博物館の機古ヒを捕完し

ていくためには大変重要である。

本システムでは、散策ルートに点在する各文化遺産の

地理・歴史特性等の檄々な情報を、文字・画像 (静止画

・助画)・ 音声等のマルチメディアで提供する。

また、壺屋地区内の工房や商店の情報、及び工房等で

開催される各種体験講座やイベント等についても紹介し

ていく。

来館者は、博物館内でこのシステムを利用することに

より、主屋地区内のさまざまな情報や、興味のある場所

の詳細情報を入手することができる。

胸

！ｔｉ‐
叫
削

鞘

Щ
＝
¨

`耳

|'10B卒

:iti!:14

■ モニター上に表示される地慇1上の任意の

ボタンを押すと、その場所の1羊刑Hな 子ヽ祉が提

1に される。

一一体映訓座予定表―

■ 体験甜座予定表を見るたい場合は、休験
コース選択ポタンを押せば予定表が表示され

る。



封臣手予=晴幸罠3邑つ些 シ ー テ ′ヽ の 中寺徴

0使 いやすいヒューマンインターフェース

〇コンピュータが苦手な人でも簡単に操作出来るよう

に、グラフィックを中心とした視覚的な操作が可能

である。

●求める情報を複合情報により入手できる

〇霊屋地区の地図から、点在する歴史的文化遺産の位

置及び文字 ,画像・音声の複合情報を入手できる。

0動 回 も音 声 も扱 え る

〇資料映像や音声データをテキストデータと同様に扱

えるので、焼物の作成過程等を具体的に把握するこ

とができる。

●詳細な地蛾情報 を館 内で入手できる

〇壷屋地区の文化遺産の地理・歴史・特性等が、文字

・写真・動画 。音声によって詳細に提供できる。

0ス タ ン ドア ロ ン型 であ る

〇独立した単独のシステムである。

引上≒糞:I青幸屁羽豊伊 眸 ン ー t升 ′ヽ σ)将斃含ヒ

0地 図 表 示 機 宮ヒ

〇来館者が探している諸地域までの地図とルートを表

示・印刷する。

9i青 報 検 索 機 能

〇地図から視覚的に必要な重屋地区内の情報を検索で

きる。

〇項目別逝択画面から、各種諦座状況など、必要な情

幸Hが検索できる。

0焼 物 の作成過程表 示機 能

〇焼物の作成過程をビデオ・ムービーで具体的に表示

できる。

●詳 細 な情 報提 供 機 能

〇主屋地区の文化遺産等の地理的位置

〇主屋地区の文化遺産等の特徴 。詳細情報

〇壺屋地区在住の陶芸家のプロフィール

〇壷屋地区内の商店情報

〇各種講座・イベント等の開催状況

蒟 しい情 報 の更新 機 能

〇各種諦座・イベント等の新しい情報のプログラムを

職員が簡単に入力できる。

●ガ イ ダ ン ス 機 能

〇ガイダンスボタンを押すと、操作方法をガイドする。

●印 涌J機 台ヒ

〇各種情報をプリントアウトできる。

0来 n省 者は、最初Jの iTi面 において、

面」のどちらかを選ぶことにより、

選んで検索することも可能である。

■ タイトル画面

「エコ・ミュージアム検索画面」と |テ ーマ別検索画

必要な情報を地図上から検索することも、内容から

上う●0,― ム々 ,ど 樅l′ tJ‐ カイ

■  待 機 回 面

■ エコ・ミュージアム検休
画面

体験H座選択
ポ タ

■ 歴史的文化通産給画

【
】
【
〓

択

ン

通

タ

大

ポ

■ テーマ別検第画面
体験瞬座、買い物、食事、

枚嫌ルート1冑報等をテーマ別
に検索する。

■ 地理情報画面

■ 体験騨座情報画面

■ Eキ細情報画面

tH報口H  神

遺択ポタン

■ 陶芸家のプロフイール
情報画面

IH報 口面
選択ポタン



館 内 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン の 必 要 性

館の入口受付付近や図書室入口付近において、館内イ

ンフォメーションコーナーを設け、パンフレットやチラ

シ等が自由に持ち帰れるカウンターや棚等を設置する。

その際、ポランティアや職員によるレファレンスサービ

スを行い、外国人や子ども、身障者にも分かりやすい案

内を心掛「ける。

食宮内 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン の 内 容

0施 設 案 内

〇‖物館内の展示室 。講座室等、来館者が利用する諸

室についての位置を案内する。

●企 画 展 示 の 紹 介

〇現在開催中および近日開催予定の企画展示の内容に

ついて紹介する。

●各 種 講 座 等 の 紹 介

〇館内において開催される各種講座等の紹介を行う。

●rt館 の企画展・ 特別展情報 の紹介

〇他館において開悩される企画展・特別展についてポ

スター・パンフレット・チラシ等を置き、紹介する。

制 [覇 市 内の観光情報 の提 供

〇那覇市内において開催されるイベントや、市内の観

光地に関する情報を提供する。

壺屋焼物博物館では、最小限の組織を市直営で管理し、館の基本的な機能を

果たすために臨時職員や嘱託による管理委託運営を行います。

また、ポランティア等の人材を活用することによって、各機宮ヒの専門性と活

動 の充 実 に努 め ます。
,学去課が、印「究テーマによって組戦分けさ
れており、それぞれのテーマ担当者ごとに
開奇Or究・収集保存。敬育普及活動を行う
体制となっているため、各担当者が抱える
負1旦が大きく、機能雨での中円」:が発I甲 し
1こ くい。

・博物備の代れとを重視して、学芸員の配阻を
調査rJr究・資料管理・教育普及の3つの分
中Fで配配することも考えられるa



実施設H作業を巡めていく上で、また、オープンヘ向けて考「trす べきM感点を以下に

'Eげ

る。

●展示資料、及び展示情報の確定

尺示永本設ヨ1に
u/1た っては、検嗣委員会の助言を子写て、展示の上

題と前成、全体のストーリーラインについての確認をいただいた。

これを受けて実llt設ヨIで は、具体的に展示資料を付定し、n7説 その

他展示1‖ tllの 評‖‖をIt,と し、展示方法を決定していく|1輩が,14叫 と

なる。この段階で、実1勿資十1だ けでなく、映像や写真等、1肘 Rソ フ

トのフi在確認を行い、実lltR々 RI上での取扱いを決,こする。また、‖ケ

代の中の主屋lJE(ミ ニジオラマ)については、それぞれの題4Jにつ

いて、実施設討1段階で十分検討し決定していくものとする。

●準備室の設置 ―専門職員の配置が望まれる

実施9xLЯ
 I ttlLtで は、上記のような展示貧*対 のrT認・1文集・JL)W・

保管、伝述すべき竹椒の,Ⅲ容の照終的な陪認や備tRン ステムの1“第

など展示1冑 41の分

'Ftt「

Il、 展示を実JJLし ていくための各方而への脇

力要ヨ山など、具I本的で多llkな 作業が必要となってくる。このため、

可能な限り早担〕に、必要な職員を配したW`41室 の設隠力ヽ L/N要 となる。

この場合、上F4Lの ような業務を,“地し、I中物航の機能を十分に発

椰し、また、開館後も円物鮎の活JJlが 西き活きと保たれていくため

には、専門的知E脱 '経験を,1つ学芸貝を保川]し 、意欲的な活Jllを lL

進していくことが必要といえよう。

●資料収集委員会の設置―早期の資料収集着手が必要

IV物館の生命は、‖FITJあ る資料の巣出にある。資料の1又 集方争Iを

策定し、保存用、服示
'け

、事業Л,、

'F究

,」 など閲迦資十1を刊U的・

縦税的に収集していくために、平円的な立場から19J言 し、RI画を‖1

迪する専″珂の1又集委員会を設け資料の審査を行っていくことが望ま

れる。特に、当館では、開館までの‖ヤ聞的余裕が少ない中で資料を

収集し、展示資料を決定していかなければならない。このため、屈

礎となる資料調査を進め、できるドRり 早

"lに

収集計画に指手するこ

とが必要である。

●1也域への協力要請―「私達の博物館』の自党を醸成する

,也域との

'1"Jを

念llliに 田く当n,ては、展示や4T災 IIFTlll、 また資料

のlk4き 守への
'也

城のVI力、参加をfA極的に要諦していくこともTr要

と思われる。展示については、扁I〕房的には、脱1勿の■■lR彫や1'ン

プル咀竹iへの協力、lyt示 占∴のイテ耐布託部の
'「

びかけなどに加え、展

示‖器や環境づくりのためのしつらい、り‐インル ートなど展示閉

係品へのFVJ肝 そのイし́ I IVlの ]:芸 lH〕の手法の活,日 と製f午財I力 などが考

えられる。また、1:業活動におけるポランティアとしての協力要前

も敵要である。

このように、1中 1勿付I迦股‖子から、地域の人々が1中 4勿館づくりにFA

極nウ に脇力し参画できる‖キ1とみを川意していくことは、ひいては住

民一人一人に r■用ljLl勿 |り 1カntは 日分たちのIり物館だ!と いう白覚

をGR成 していくことにもつながる。けΠ館へいIけてTA極的な1/1カ の情

を広げ、地域の人々とのつながりを深めていくことは、今後のiV物

ntttJJJの持視においてもEE要 な要素であると考えられる。

●定期的な展示の改装を念頭に一常に新鮮な博物館を目指して

展示は施Iの完了によって企て力幣冬丁するというわけではない。

BBntイ 4の 用F資キキの大手、副‖責V「究の驚fAな ど、1守 1勿舶洒Jllの

'と

展に

付1っ て

'Fた

な展示をlJHt開 していく必要が生じる。

竹に、前屁kjL及 びⅢⅢ組のljtl勿 に関しては、永ホR史計段出ても、東

京の

“

h台 淋HI跡かられ屋脱が発lhRさ れるなど、今後も各分野での研

究の成果が川侍されるところである。

また、展示手法や展示装回の老IJ化についても、一定の期間を経

て見直していくことが必要となる。

このように、iV物館が‖に新afな 1‖報を発f言 し、来館者を引きつ

ける出力的にあお、れているためには、各種の活動を活発に展開して

いくことが必要であり、その一環として、展示も少なくとも10年どト

位で見直し、リニュアルしていくことを念順に直くものとする。


